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　本市の持つ魅力を最大限に生かした施策を実施し、人口減少の抑制につなげるとともに、めざす将来
像である「いつまでも暮らしたい、誰もが暮らしたくなる、自信と誇り・夢と希望に満ちた鳥取市」の
実現に向け、「鳥取市人口ビジョン」および「鳥取市創生総合戦略」を策定しました。

問い合わせ先  本庁舎創生戦略室  0857-20-3160  0857-21-1594

郷土愛を育み 人がつながる
まちむら創生へ

【特集】
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基本目標　合計特殊出生率について、2013 年の 1.55 が、2020 年には結婚・
出産・子育ての希望が実現した場合の水準 1.8 となり、2030 年
には人口置換となる水準 2.07 となることをめざします。

重点施策
① 教育の充実・郷土愛の醸成
■ 郷土愛を育む教育の推進　■ 次世代を見据えた特色ある教育の推進
② 結婚・出産・子育て支援
■ 新たな出会いの創出と結婚支援　■ 妊娠・出産への包括的支援
■ 待機児童ゼロの継続と子育てサービスの充実　■ 仕事と生活の調和の推進

次世代の鳥取市を担う “ ひとづくり ”Ⅰ

基本目標　◆ 移住定住者数 1,100 世帯 2,000 人以上をめざします。
　　　　　◆ 鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺の観光入込客数 320 万人をめざします。
　　　　　◆ 平成 30 年 4 月、中核市への移行をめざします。
重点施策
① ふるさと・いなか回帰の促進
■ 人材誘致・ふるさと回帰の充実　■ 田舎暮らし環境の充実
② 交流人口の拡大
■ 滞在型観光の推進　■ 文化芸術を生かした個性あるまちづくりの推進
■ 「すごい ! 鳥取市」による知名度アップ大作戦の積極展開
③ 住み良い環境づくり
■ 健康寿命の延伸につながる住み良い暮らしの実現
■ 魅力ある中山間地域の振興　■ 利便性の高い公共交通の確保
■ 多極型・コンパクトな都市環境を生かした安全なまちづくりの推進
■ 広域連携および自治体間連携の推進　■ 中心市街地の活性化

にぎわいにあふれ安心して暮らせる “ まちづくり ”Ⅲ

市民政策コメントを募集します
第10次鳥取市総合計画−基本構想および基本計画（素案）

問 本庁舎創生戦略室（〒 680-8571  尚徳町 116）
 0857-20-3160  0857-21-1594
 sousei@city.tottori.lg.jp

　本市では、人口減少や少子高齢化の進展による社会構
造の変化に対応し、市民などとの協働による総合的かつ
計画的なまちづくりを進めるため、第10次鳥取市総合
計画を策定しています。

　このたびその基本構想と基本計画の素案をまとめまし
たので、ご意見を募集します。
計画期間　基本構想：平成28年度から平成37年度の10年間

基本計画：平成28年度から平成32年度の5年間
資料公開　本庁舎、駅南庁舎、各総合支所の窓口、本市

公式ホームページなど
公開期間　11月4日（水）から24日（火）まで
提出方法　様式は問いません。住所、氏名、電話番号を

明記のうえ、郵送、ファクシミリ、電子メー
ル、持参のいずれかで問合せ先まで

提出期限　11月24日（火）必着

基本目標　◆ 5 年間での正規雇用創造目標数 5,000 人以上をめざします。
　　　　　◆ 5 年間の企業誘致数（補助事業指定企業件数）75 件以上をめざします。
重点施策
① 地域経済の再生と産業の底上げ
■ 成長産業の振興　■ 農林水産業の振興
■ 商業・サービス業等の振興　■ 工業の振興
② 人材の確保と育成強化
■ 人材育成・確保の推進　■ 新規創業・就農等の充実

誰もが活躍できる “ しごとづくり ”Ⅱ

『鳥取市創生総合戦略』３本の柱 と 重点施策 （　　　　　　　　）戦略期間：平成 27 年度から
　　　　　平成 31 年度の 5 年間

※各施策は、その進捗状
況を検証するために設
定したＫＰＩ（重要業
績評価指標）で評価・
検証を行います。
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2040 年  166 千人（156 千人）
2060 年  140 千人（120 千人）
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